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敗
に
嚇
せ
し
次
第
と
斑
由
と
を
朔
か
に
し
、
署
者
訓
点
の
見
解
を
獲
蓋
し
、

次
い
で
銅
銭
と
金
銀
と
の
關
聯
隠
題
を
取
上
げ
て
複
難
な
る
償
値
蘭
係
を
萌

快
に
論
述
し
て
み
る
。

　
第
五
章
「
仁
宗
朝
餉
後
の
通
貨
…
闘
題
」
に
入
り
て
は
、
先
づ
険
西
河
東
の
銭

法
の
三
三
か
ら
考
察
を
す
』
め
、
繭
夏
の
興
起
が
如
何
に
朱
の
通
貨
財
政
に

影
響
を
輿
へ
た
か
、
軍
費
の
嵩
大
に
よ
る
銅
銭
の
鹸
乏
と
歓
乏
に
苦
し
め
る

宍
・
朝
が
之
が
勤
策
と
し
て
悪
貨
た
る
大
銅
銭
、
大
小
酒
面
の
解
造
を
行
ふ
に

認
る
が
、
そ
れ
は
…
単
な
る
叢
書
策
で
し
か
あ
り
え
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘

し
、
し
か
も
か
隔
る
悪
穐
3
1
通
用
の
悪
影
響
が
職
後
に
却
っ
て
増
嵩
せ
し
事
實

を
…
、
さ
も
あ
る
べ
き
．
こ
と
」
と
論
じ
、
次
い
で
そ
の
頃
流
通
せ
る
諸
種
の
蓮
貨

の
晶
位
質
量
と
慶
暦
以
後
の
銭
銭
状
況
に
論
及
し
、
澱
後
に
支
那
最
初
の
紙

幣
た
る
交
子
の
出
現
問
題
に
移
り
、
詳
細
な
る
考
謹
訟
萌
が
な
さ
れ
、
從
來

の
交
子
問
題
を
｝
墾
に
解
決
し
た
潮
が
あ
る
。
第
六
章
に
は
全
膿
の
要
約
的

論
明
を
行
っ
た
結
語
を
以
て
墨
書
は
絡
っ
て
み
る
が
、
附
録
と
し
て
南
西
錆

銭
年
表
、
北
宋
時
代
銅
銭
鎗
、
造
額
増
減
表
等
乾
溜
す
べ
出
，
」
附
表
七
を
附
加
し

て
み
る
Q

　
さ
て
第
一
章
緒
…
…
冨
に
於
て
諜
者
の
歴
史
研
究
態
度
の
…
端
が
示
さ
れ
、
歴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

史
研
究
に
於
て
も
宿
然
科
雛
同
様
の
假
説
が
必
要
で
あ
っ
て
「
鰭
脚
確
を
弔
す

る
の
簸
り
、
記
録
土
よ
り
　
歩
も
外
に
出
な
い
」
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

か
り
か
、
　
「
吾
人
は
更
に
進
ん
で
大
膿
に
推
理
の
範
関
を
摘
．
張
し
、
假
識
の

　
　
ヤ
　
　
へ

上
に
假
論
を
立
て
る
」
こ
と
も
許
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
主
張
さ
れ
て
る

る
鮎
、
頗
る
…
爪
唆
漢
い
も
の
が
あ
る
と
患
ふ
。

　
木
瞥
紹
介
の
た
め
播
讃
申
、
私
は
名
殊
い
の
赤
紙
を
受
け
と
っ
た
。
削
目
鶴

郷
と
な
っ
た
け
れ
ど
も
、
こ
の
た
め
充
分
等
温
の
上
、
紹
介
す
る
こ
と
の
出

來
な
か
っ
た
こ
と
を
最
後
に
お
繋
り
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
（
星
野
書
店
、

昭
和
十
入
年
十
一
月
獲
行
、
定
綴
五
、
八
三
）
（
荒
木
敏
一
）
．

禮
の
起
原
と
其
畿
逡

加
藤
堂
賢
著

　
禮
は
支
那
文
化
の
附
議
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
箆
明
は
支
那
文
化
の
木
贋
把

握
に
敏
く
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
で
あ
る
。
從
來
我
國
學
界
に
禮
の
研
究
は
少
く

な
い
が
、
少
し
前
に
鋤
た
西
、
小
糸
爾
氏
蓑
『
禮
の
意
義
と
構
浩
』
と
本
書
と

は
、
そ
の
双
壁
だ
と
思
ふ
。
爾
書
と
も
亥
那
古
・
　
代
の
禮
を
研
乱
筆
象
と
す
る

鮎
は
共
通
だ
が
、
題
名
の
唯
逼
ふ
や
う
に
、
意
圃
せ
ら
れ
る
所
「
は
黒
ハ
な
り
、
本

書
は
特
に
護
憲
史
的
考
察
と
い
ふ
鮎
に
力
が
注
が
れ
て
み
る
Q
つ
ま
り
加
藤

博
士
の
讐
敦
鴨
支
郷
古
代
家
族
制
度
研
究
隔
と
同
じ
立
場
と
い
ふ
こ
と
に
な
る

が
、
あ
れ
ほ
ど
難
し
い
も
の
で
は
な
く
、
か
う
い
ふ
方
．
画
に
は
素
入
の
私
で

も
先
づ
理
解
で
き
た
と
患
へ
る
程
営
み
易
く
再
か
れ
で
る
る
。

　
博
士
に
從
へ
ば
、
禮
は
儒
教
の
根
幹
に
し
て
、
支
那
駆
落
に
於
け
る
凡
百

の
生
活
範
観
で
あ
っ
た
。
面
し
て
凡
石
の
丈
化
親
象
は
敢
會
生
活
の
上
に
考

へ
ら
れ
る
か
ら
、
灘
及
び
儒
敏
の
獲
蓬
は
次
の
如
く
就
曾
の
畿
達
に
懸
じ
て

黒
段
階
に
分
け
ら
れ
る
Q

　
一
、
氏
族
疇
代
…
…
小
同
時
代
　
　
股
代
及
殿
周
の
轟
父
H
原
始
儒
教
蒔
代

　
　
　
！
豊
芋
魅

　
　
　
　
当
節
貸
f

　
二
、
宗
族
的
封
建
時
代
…
…
封
建
國
時
代
　
　
篤
学
前
後
の
邑
併
合
時
代

　
　
　
1
1
前
期
儒
學
時
代
卜
四
望
時
代

　
三
、
純
封
建
時
代
…
…
…
封
建
國
併
合
時
代
　
　
戦
國
時
代
旨
趨
勢
痔
代

（1｛2）



　
　
　
　
　
一
、
↑
凹
し
窄
卜
㌔

　
　
　
　
　
プ
養
醒
季

か
㌧
る
護
達
段
階
を
考
定
し
、
大
盤
に
簸
て
、
一
、
二
を
上
編
ハ
禮
の
重
三

と
其
原
理
）
に
、
三
を
下
編
（
縄
思
想
の
獲
達
〉
に
逸
べ
て
あ
る
。
然
ら
ば
纏

の
趨
原
は
何
底
に
在
る
か
と
云
ふ
と
、
そ
れ
は
㌶
げ
州
；
署
舅
の
瀞
脳
髄
念
に

求
む
べ
き
で
あ
る
。
即
ち
人
は
漕
聖
な
る
景
象
に
畏
敬
畏
櫻
…
の
念
を
抱
き
、

そ
れ
と
の
接
鰯
に
際
し
て
危
瞼
を
園
饗
す
る
手
段
と
し
て
越
生
を
生
ず
る
。

そ
れ
が
禮
の
起
原
で
あ
る
Q
こ
の
こ
と
は
泊
極
的
儀
融
（
吉
凶
二
選
）
に
も
積

極
的
上
灘
（
歓
食
の
禮
）
に
も
充
分
窺
ひ
響
る
。
か
」
る
禮
は
道
徳
法
律
宗
…
数

政
一
得
単
事
が
豪
分
化
の
～
膿
を
な
し
て
み
た
瀧
會
の
凡
ゆ
る
も
の
を
統
制
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

る
制
度
、
或
は
文
化
で
あ
っ
て
、
こ
の
肺
斌
態
に
甜
於
て
は
教
と
は
こ
の
雄
を
…
教

へ
る
こ
と
に
外
な
ら
ぬ
Q
そ
れ
を
教
へ
る
者
は
、
族
入
を
牽
み
て
祭
政
を
一

身
に
て
行
ふ
長
老
で
あ
る
。
後
に
別
の
意
賑
を
有
す
る
師
と
儒
と
は
鷺
語
的

に
も
同
源
で
、
原
意
は
老
の
｝
義
で
あ
る
Q
こ
の
禮
時
代
に
は
「
縄
は
庶
人

に
下
ら
ず
」
と
い
。
ふ
こ
と
は
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
人
智
が
獲
達
す
る
と
前
の
瀞
秘
は
凡
俗
と
な
り
、
愚
人
の
瀞
聖

は
無
潜
の
凡
俗
と
な
る
。
戴
に
宗
…
教
的
儀
禮
か
ら
世
俗
的
儀
織
へ
の
翌
夕
、

榊
聚
の
世
俗
化
、
宗
教
の
道
徳
化
が
生
ず
る
。
世
俗
的
儀
禮
の
意
昧
の
抽
象

化
が
行
は
れ
、
宗
教
か
ら
道
徳
が
｛
分
離
す
る
。
脚
ち
木
叢
櫓
縄
の
斜
な
る

義
、
縄
の
字
が
道
徳
原
去
た
る
軽
愚
を
持
つ
や
う
に
な
る
。
こ
分
轄
移
は
知

識
の
進
渉
に
比
鋼
す
る
か
ら
、
君
子
准
會
は
早
く
宗
教
的
瀞
秘
槻
か
ら
腕
翻

す
る
が
　
野
人
枇
會
で
は
侠
然
宗
教
的
態
度
を
脱
し
得
ぬ
と
い
ふ
瀧
會
的
不

統
　
が
認
め
ら
れ
る
。
が
と
に
か
く
こ
の
強
悪
ほ
儀
魂
鞘
寄
岩
の
分
化
を
欝

ら
し
た
。
即
ち
喪
禮
の
專
…
門
家
と
し
て
の
小
人
儒
が
毘
閻
に
存
在
し
、
醜
が

費
族
聞
に
存
在
せ
る
に
…
封
し
て
、
道
徳
の
指
導
渚
と
し
て
秀
才
先
金
等
の
君

子
儒
が
あ
っ
た
。
前
渚
は
欝
…
禮
の
實
際
家
で
犠
禮
（
節
目
名
）
等
の
坐
作
飛
．
　
退
を

記
し
た
文
賦
、
を
傭
へ
た
功
あ
り
、
後
帯
は
世
俗
当
盤
を
傳
承
し
、
後
に
禮
に

倫
理
的
解
程
を
輿
へ
た
功
が
あ
る
。
か
く
し
て
儒
と
師
と
は
分
離
し
た
。

　
以
上
は
上
編
の
概
婆
で
あ
る
が
、
下
編
は
、
左
脚
以
下
、
孔
子
・
老
子
・

孟
子
・
萄
子
等
の
工
法
に
寒
い
で
蓮
べ
て
あ
り
、
『
灘
の
意
義
と
瀧
梶
慧
の
第

一
篇
（
儒
家
の
禮
説
）
と
大
難
難
じ
劉
象
で
あ
る
。
下
編
に
競
か
れ
る
禮
は
、

封
建
馳
會
組
織
と
黒
金
せ
る
麗
で
、
既
に
「
禮
は
庶
人
に
下
ら
ず
」
と
い
ふ
考

へ
が
あ
る
封
建
貴
族
の
禮
で
あ
る
。
こ
の
縄
は
、
「
政
治
の
本
と
し
て
の
禮
」

と
「
身
の
木
と
し
て
の
禮
篇
と
の
二
方
面
か
ら
論
ぜ
ら
れ
、
前
者
は
薦
＾
後
潟
は

儀
と
湧
別
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
孔
子
の
考
へ
は
、
左
傳
の
そ
れ
と
格
別
の

差
は
な
い
が
、
彼
は
古
聖
に
倫
…
理
黒
蝿
灘
を
蹴
ハ
へ
た
。
．
老
子
は
當
時
の
文
に
、

過
ぎ
た
醜
を
道
破
し
た
。
孟
子
は
漕
…
を
心
に
根
擦
づ
け
、
倫
珊
の
口
を
続
一

的
に
組
織
し
た
。
筍
子
は
人
心
の
欲
情
を
禮
の
趨
原
と
し
て
、
禮
を
倫
理
酌

制
約
と
見
た
。
彼
に
於
て
選
徳
と
法
律
、
儀
灘
と
法
律
の
概
念
に
分
化
が
始

ま
っ
た
◎
最
後
に
縄
の
嵐
範
翻
念
と
王
道
輪
坐
と
が
合
し
て
漸
騰
畢
と
な

り
、
燭
灘
の
一
王
の
下
に
於
け
る
野
帳
組
織
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
Q

　
以
上
で
蕪
雑
な
紹
介
を
絡
る
が
、
木
霧
の
特
徴
は
上
編
、
就
中
騰
の
起
原

論
に
煙
り
、
強
土
の
論
述
は
終
始
一
貫
整
然
と
し
て
み
る
。
た
ぐ
禮
の
獲
蓬

は
肚
・
曾
盤
活
の
獲
建
に
聖
慮
ず
，
る
と
さ
れ
な
が
ら
、
な
ほ
耽
愈
生
活
そ
の
も

の
の
説
明
は
不
充
分
で
は
な
い
か
と
忽
は
れ
る
。
近
頃
翻
課
さ
れ
た
グ
ラ
ネ

『
支
那
人
の
宗
教
駈
を
讃
ん
だ
流
後
だ
か
ら
、
さ
う
感
じ
る
の
か
も
知
れ
な

い
。
、
ま
た
禮
が
韻
脚
傳
設
と
如
何
に
關
流
す
る
の
だ
ら
う
か
と
い
ふ
七
里
も
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起
っ
て
來
る
。
そ
れ
は
と
に
か
く
、
木
誉
は
支
那
古
代
の
灘
に
議
す
る
優
れ

た
概
説
的
研
究
で
あ
る
こ
と
は
疑
な
い
Q
　
（
昭
和
十
八
年
四
月
、
巾
文
舘
書

店
渡
行
、
一
九
六
頁
、
二
圓
六
十
三
銭
〉
（
小
畑
龍
雄
）

支
那
周
漫
隻
（
下
巻
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
支
那
地
理
歴
変
大
系
」
簗
十
二
篇

　
ア
ジ
ア
史
、
大
宙
小
溝
史
と
叫
献
れ
て
る
る
今
日
、
「
支
那
綱
邊
史
」
な
る
本

書
の
題
名
は
一
見
讃
者
に
奇
異
の
感
を
輿
へ
る
が
、
こ
れ
は
木
大
系
が
そ
の

名
穂
の
如
く
支
那
を
中
心
と
す
る
庚
か
ら
來
た
「
硬
翫
上
」
の
む
の
で
あ
る
こ

と
は
既
に
上
巻
に
於
て
編
者
の
醐
ら
れ
た
勝
で
あ
る
。
從
っ
て
特
に
「
周
邊

史
」
と
し
て
の
騰
系
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
た
ず
朝
鮮
、
灘
…
洲
、
、
蒙
古
、
ト

ル
キ
ス
タ
ン
、
西
藏
、
印
度
支
那
及
び
南
洋
と
い
ふ
支
那
周
邊
地
方
の
各
々

の
通
史
が
個
別
的
に
畢
易
．
に
永
き
下
さ
れ
た
も
の
で
、
木
曾
は
上
釜
の
後

を
う
け
、
蒙
古
史
後
編
（
近
古
近
世
）
、
ト
ル
キ
ス
タ
ン
史
、
西
藪
史
、
印
度

支
那
及
び
南
洋
の
各
地
域
史
が
各
編
…
、
各
時
代
毎
に
そ
れ
み
＼
の
專
家
の
手

に
よ
っ
て
叙
述
さ
れ
て
る
る
。

　
先
づ
蒙
古
史
近
古
（
愛
宕
搬
男
氏
）
は
邊
金
支
配
時
代
に
始
ま
り
、
蒙
古
大

汗
國
を
纒
て
元
朝
減
亡
に
騰
る
蒙
古
族
大
棚
展
の
時
代
で
、
近
点
U
災
と
し
て

は
比
較
的
　
般
に
知
ら
れ
た
時
代
で
あ
る
。
そ
の
爲
か
干
凡
な
概
説
風
の
叙

述
は
避
け
ら
れ
、
部
族
亡
命
史
、
制
度
史
的
な
㈱
澱
よ
り
す
る
や
㌧
猫
特
な

書
き
ぶ
り
で
あ
る
が
、
巧
み
に
要
鮎
を
把
へ
た
裟
親
は
僅
少
の
紙
輻
の
中
に

そ
の
歴
史
的
獲
展
の
襟
柚
を
よ
く
組
み
込
ん
で
み
る
。
綾
く
近
景
（
鴛
淵
一

纏
）
は
明
代
蒙
古
昏
部
族
の
浦
長
か
ら
始
ま
り
、
濾
朝
の
漿
二
野
訟
伯
を
経
て

現
代
蒙
古
の
動
肉
に
及
び
、
焦
紬
は
絡
始
支
那
と
の
交
渉
に
舎
せ
て
…
細
め
ら

れ
、
政
治
政
策
史
的
な
叙
蓮
法
は
畢
、
爾
的
常
識
的
で
あ
る
が
、
細
か
く
小
見

出
し
を
附
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
そ
れ
だ
け
概
設
と
し
て
は
適
切
で
あ
る
Q

　
　
ト
ル
キ
ス
タ
ン
地
方
は
葱
嶺
を
境
界
と
し
て
東
商
爾
地
域
に
分
れ
る
。
支

那
と
の
交
渉
史
よ
り
見
れ
ば
勿
論
支
那
に
近
接
せ
る
束
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
雁

・
史
が
罵
倒
的
に
重
要
で
あ
る
が
、
さ
り
と
て
酉
ト
ル
キ
ス
タ
ン
史
と
て
も
決

し
て
無
観
し
得
な
い
。
第
〕
章
上
代
（
内
田
吟
風
氏
）
は
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
即

ち
「
支
那
燭
邊
と
し
て
の
差
糠
」
に
重
鮎
が
置
か
れ
、
鋤
奴
支
配
下
の
天
山
南

北
路
諸
國
家
の
状
態
そ
の
文
朔
、
漢
意
の
商
域
継
管
策
か
ら
粥
北
朝
時
代
北

方
民
族
の
角
逐
が
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
ま
で
及
び
、
多
分
に

文
化
史
的
な
面
が
操
入
れ
ら
れ
、
且
つ
鋼
品
富
な
寓
眞
の
挿
入
と
難
解
な
語
句

の
附
註
と
は
　
般
讃
奢
の
理
解
を
容
易
な
ら
し
あ
る
。
第
二
章
中
古
（
石
濱

純
太
郎
氏
）
楕
唐
五
代
で
は
ト
ル
キ
ス
タ
ン
は
北
方
実
厭
、
阿
鵬
、
東
方
支

那
、
晦
方
吐
蕃
、
西
方
大
食
の
四
．
大
勢
力
の
鞭
覇
場
と
し
て
考
へ
ら
れ
、
加

　
へ
て
ト
ル
キ
ス
タ
ン
幽
囚
部
照
徹
皇
家
に
一
確
心
の
概
潮
風
が
…
輿
へ
て
φ
め
り
、
第
三
膏
Ψ

近
宵
（
宮
崎
市
定
氏
）
朱
代
及
び
蒙
古
時
代
に
な
る
と
、
寅
…
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の

み
な
ら
ず
棄
西
爾
ト
ル
キ
ス
タ
ン
が
包
含
さ
れ
、
そ
の
東
方
支
那
及
び
酉
亜

鰍
洲
の
東
西
交
通
の
中
属
地
と
し
て
の
活
躍
が
政
治
文
化
の
爾
方
図
に
わ
た

　
つ
て
大
き
く
概
括
さ
れ
、
…
封
支
交
渉
よ
り
も
寧
ろ
東
西
交
渉
史
的
意
義
が
述

べ
ら
れ
て
み
る
。
第
囚
章
近
流
（
給
田
朋
氏
）
に
入
る
と
紅
蓮
は
俄
然
詳
細
に
・

な
る
。
明
朝
へ
帖
木
児
覇
［
と
の
交
渉
、
回
…
教
の
浸
湖
か
ら
、
清
朝
の
ト
ル
キ

　
ス
タ
ソ
統
治
策
を
纏
て
現
代
の
新
知
ま
で
實
に
百
頁
、
木
書
の
四
分
の
　
が

費
さ
れ
、
特
に
河
…
教
勢
力
と
支
那
勢
力
と
の
衝
炎
、
霞
國
の
睡
迫
等
詳
細
…
な

（　194　）


